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新・道の駅物産館 　10 月８日　ＯＰＥＮ予定！
周辺エリアも整備へ！

　新・道の駅物産館の建設工事が、10 月８日ＯＰＥＮ予定に向け着々と進んでいます。

　併せて、道の駅あっさぶ周辺エリアの魅力化・集客力の強化を目的に、ドッグランや

大型遊具の設置等の各種整備工事が行われます。大型遊具とコンテナ型防災トイレは 10

月８日までに設置工事が完了し、物産館と共にＯＰＥＮ予定です。ドッグラン、旧展望

台法面植栽、親水池の改修、駐車場の拡大、周辺外灯のＬＥＤ化工事は来年３月に完成

となります。

　新しくなる「道の駅あっさぶ」を核に、このエリアが町観光の拠点になることが期待

されます。

▲イラン・中東情勢の影響は少なからずありますが、
　順調に建設工事が進んでいます

▲レクの森駐車場手前空き地に
　ドッグランを整備。

▼新・道の駅物産館

▼旧展望台法面に植栽。

▲親水池を改修し
　花壇を整備。

▼大型遊具を設置

▼コンテナ型
　防災トイレを設置
　（冬季閉鎖）

★問合せ先★
　政策推進課商工観光係　☎６４-３３１２

▼物産館完成後、仮店
　舗を解体し、駐車場
　を拡充。

ＡＳＳＡＮＡＳＳＡＮ

24Hトイレ24Hトイレ

緑町ふれあいセンター緑町ふれあいセンター

　▲新・道の駅物産館　完成予想図
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ソーラーパネルや蓄電池等の導入を補助します！

ゼロカーボン化推進補助金の開始について
  

 当町は令和６年９月に国が選定する「脱炭素先行地域」に選定されたところであり、国か

らの交付金を活用しながら、町内の脱炭素の推進を図っています。 

 この度、町民の皆様における脱炭素の取り組みを推進するため、「厚沢部町ゼロカーボン

化推進補助金」を創出し、住宅や事業所に太陽光発電設備や定置型蓄電池設備、電動自動車

用充(放)電設備を設置した場合に補助金を交付することとしました。 

 下記に記載している以外にも補助対象要件等がございますので、詳細については、政策推

進課脱炭素推進係までお問い合わせください。 

 

１ 対象 

  新築住宅、既存住宅、民間事業所 

  ※ 住宅にあっては居住要件、民間事業所については、町内に本社または本店がある場

合に限ります。また、交付申請日より前に工事着手した場合、補助対象になりません

のでご注意ください。 

 

２ 補助上限額 

補助対象設備 補助率 補助上限額 

太陽光発電設備 補助対象経費の２／３以内又は本表で定め

る上限額のいずれか少ない方の額とする。 
2,500,000 円 

定置型蓄電池設備 設備導入に係る費用から国等から交付を受

ける補助金額を除いた額を補助対象経費と

し、２／３以内又は本表で定める上限額のい

ずれか少ない方の額とする。 

500,000 円 

電動自動車用 

充電設備 

設備導入に係る費用から国等から交付を受

ける補助金額を除いた額を補助対象経費と

し、１／２以内又は本表で定める上限額のい

ずれか少ない方の額とする。 

（コンセント接続タイプ） 

100,000 円 

（壁付けタイプ） 

200,000 円 

（スタンドタイプ） 

250,000 円 

電動自動車用 

充放電設備 

設備導入に係る費用から国等から交付を受

ける補助金額を除いた額を補助対象経費と

し、１／２以内又は本表で定める上限額のい

ずれか少ない方の額とする。 

250,000 円 

 

★問合せ先★
　政策推進課脱炭素推進係　☎６４-３３１２

　

５
月
23
日

（土）
、
第
７
回
厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭
が
、
同
校
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
や
観
客
ら
が
見
守
る
中
、
生
徒
た
ち

の
凛
と
し
た
入
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
応
援
合
戦
か
ら
１
０
０
ｍ
走
、
各

学
年
種
目
、
大
縄
跳
び
、
親
子
種
目
、
紅
白
対
抗
全
員
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
員
が
全
力
で
行
事
に
取
り
組
む
姿
に
、
保
護
者
ら
か
ら
は
た

く
さ
ん
の
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲１年生団体種目　障害物競争 ▲２年生団体種目　竹取合戦

▲応援合戦の様子

▲３年生団体種目　借り物競争 ▲紅白対抗全校リレー

『第７回厚沢部中学校体育祭』『第７回厚沢部中学校体育祭』

『
地
域
の
安
全
を
守
る
新
た
な
力
』　

美
和
積
載
車
を
更
新

　

厚
沢
部
町
消
防
団
の
美
和
格
納
庫
に
、
総
務
省
消
防
庁
の
無

償
貸
与
制
度
を
活
用
し
、「
消
防
団
救
助
用
資
機
材
・
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
」
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
消

防
団
の
教
育
訓
練
や
災
害
対
応
力
の
向
上
を
支
援
す
る
も
の

で
、
町
か
ら
の
要
望
が
通
り
、
こ
の
た
び
最
新
の
車
両
が
配
置

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
製
の
四
輪
駆
動
・
軽
自
動
車
を
ベ
ー

ス
に
し
て
お
り
、
車
体
に
は
ト
ー
ハ
ツ
製
の
高
性
能
な
小
型
ポ

ン
プ
を
積
載
。
火
災
や
災
害
現
場
で
の
機
敏
な
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

美
和
地
区
の
澁
田
潤
介
部
長
は
、
「
美
和
地
区
は
農
道
や
林

道
が
多
く
、
道
幅
も
狭
い
た
め
、
従
来
の
大
き
な
車
両
で
は
進

入
が
困
難
な
場
所
も
あ
っ
た
。
新
し
い
車
両
は
小
回
り
の
利
く

軽
自
動
車
サ
イ
ズ
な
の
で
、
そ
う
し
た
道
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
駆

け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
貸
付
事
業
の
目
的
で
あ
る
消
防
の

責
務
を
果
た
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
重
ね
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
実
現
す
る
た
め
に
活

用
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
車
両
と
と
も

に
、
厚
沢
部
町
消
防
団
は
こ

れ
か
ら
も
厚
沢
部
町
の
安
全

確
保
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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旬
野
菜
を

　

オ
ン
ラ
イ
ン
調
理

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

５
月
13
日

（水）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
交
通
安
全
教
室
』

が
同
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
し
し
ま
い
組
（
年
長
児
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
厚
沢
部
駐
在
所
・
大
久
所
長
と
大
場
巡
査
部

長
か
ら
「
横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
右
見
て
、
左
見
て
、
も
う

一
度
右
を
見
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
」
「
運
転
手
さ
ん
が
見

え
る
よ
う
に
手
を
し
っ
か
り
上
げ
て
渡
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
約
束
事
を
教
え
て
も
ら
い
、
園
児
は
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
講
話
の
後
、
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
た
信
号

機
を
見
な
が
ら
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習
し
、
回
数
を
重

ね
、
上
手
に
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

右
見
て
左
見
て

　

こ
ど
も
園
で

　
　

交
通
安
全
教
室

▲右見て、左見て、カメラ見て！

素敵な過疎のまちのあゆみ

▲カワヤツメのおなかを絞って人工授精を体験しました。

▲オンラインで参加者と交流しながら調理する冨田さん。

　

４
月
25
日

（土）
、
総
合
体
育
館
に
て
、
第
１
回
「
あ
っ
さ
ぶ

で
あ
そ
ぼ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

「
気
軽
に
親
子
で
の
び
の
び
遊
べ
る
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

～
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
北
村
奈
津

希
さ
ん
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
「
紙
飛
行
機
を
つ
く
っ
て
あ
そ

ぼ
う
」
で
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
紙
飛
行
機
を
つ
く
っ
て

あ
そ
び
、
参
加
者
同
士
で
談
笑
し
な
が
ら
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
今
後
も
テ
ー
マ
を
変
え
て
定
期
開
催
さ
れ

ま
す
。
各
回
基
本
的
に
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

生
き
物
を
育
て
学
ぶ

　

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の

　
　

生
育
を
開
始

　

５
月
13
日

（水）
、
厚
沢
部
小
学
校
４
年
生
13
名
が
町
河
川
資

源
保
護
振
興
会
（
西
川
由
一
会
長
）
の
会
員
が
講
師
と
な

り
、
同
校
理
科
室
で
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
生
態
や
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
が
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
綺
麗
な
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
後
、
人
工

授
精
を
体
験
。
児
童
た
ち
は
元
気
に
動
き
回
る
カ
ワ
ヤ
ツ

メ
に
「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
滑
る
！
」「
意
外
と
可
愛
い
か
も
！ 

」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
上
手
に
卵
を
採
取
。
今
回
人
工

授
精
し
た
受
精
卵
の
管
理
全
て
を
４
年
生
が
行
い
、
ふ
化
後

に
は
、
厚
沢
部
川
に
放
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
14
日

（木）
に
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
・
し
し
ま
い
組

（
年
長
児
）
が
、５
月
19
日

（火）
に
、た
い
こ
や
ま
組
（
年
中
児
）

が
、
西
口
智
章
さ
ん
（
館
町
）
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ア
ス

パ
ラ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
ア
ス
パ

ラ
を
見
つ
け
る
と
、
基
準
の
長
さ
（
26
㎝
）
の
棒
を
あ
て
長

さ
を
測
り
、
基
準
よ
り
長
い
ア
ス
パ
ラ
を
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て

収
穫
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
た
く
さ
ん
収
穫
出
来
て
楽
し
か
っ
た
！
」

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
つ
け
て
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
！
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
西
口

さ
ん
に
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
　

を
収
穫
体
験
！

▲見てー！大きいアスパラとれたよ！

 
あ
っ
さ
ぶ
で

　
　

あ
そ
ぼ
う
！

▲申し込み不要で気軽に遊べる場にしたい！と北村さん。

　

５
月
10
日

（日）
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
冨
田
耕
太
郎
さ
ん

を
講
師
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
理
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と
食
体

験
（
㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
実
施
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
直
前
に
届
く
厚
沢
部
町
の
旬
食
材
を
使
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
講
師
と
共
に
調
理
し
ま
す
。
今
回
は
、
春
芽
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
と
蝦
夷
舞
茸
を
、
冨
田
さ
ん
が
広
東
料
理
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
レ
シ
ピ
で
調
理
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
生
産
者
の
山
本
和
範
さ
ん
も
同
席
し
、
参

加
者
へ
ア
ス
パ
ラ
生
産
へ
の
想
い
を
話
し
ま
し
た
。
厚
沢
部

町
の
「
食
」
を
深
く
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

 

メ
ー
ク
イ
ン
の

　

種
芋
を
植
え
る
！

　

５
月
８
日

（金）
、認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
・
し
し
ま
い
組
（
年

長
児
）
は
、
館
町
の
早
瀬
さ
ん
の
畑
で
メ
ー
ク
イ
ン
の
種
芋

を
植
え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、隣
の
子
が
植
え
た
位
置
に
、

30
セ
ン
チ
に
カ
ッ
ト
し
て
あ
る
棒
を
当
て
、
自
分
が
植
え
る

べ
き
間
隔
を
判
断
し
て
、テ
キ
パ
キ
と
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

作
業
後
、
園
児
た
ち
は
「
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
！
」「
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
！
」「
カ
レ
ー
に
し
て
食
べ

た
い
！
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
秋
に
は
自
ら
植
え

た
メ
ー
ク
イ
ン
を
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

▲おいしくな～れ！とおまじないをして植えました。
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　社
会
教
育
通
信

高
い
目
標
を
追
い
求
め
て　

永
原
和
可
那
選
手
講
演
会

　

５
月
17
日

（日）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
ダ
ブ
ル
ス
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
の
永
原
和
可
那
選
手
に
よ
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
と
文
化
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。 

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
は
館
・
乙

部
羽
球
少
年
団
と
厚
沢
部
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
30
名
と

少
年
団
保
護
者
ら
が
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
前
半
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
基
礎
練
習
を
徹
底
的
に
行
い
、

後
半
は
半
面
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ

ル
ス
の
模
擬
試
合
を
行
い
ま
し

た
。 

お
す
す
め
新
着
図
書

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和８年（2026 年）６月

No.31

　

４
月
16
日

（木）
、
館
小
１
年
生
に
、

町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
か
ら
新
端
末
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
教
室
を
移
動
す
る
際
に
は
、

新
端
末
を
大
事
に
だ
っ
こ
し
て
運
ん

で
い
ま
し
た
。

創造の翼事業「厚中修学旅行」 
　厚沢部中３年生が厚沢部町「創造の翼事業」によ
る九州縦断の修学旅行を４月 15 日（水）～ 18 日（土）
に実施しました。生徒は史跡や名所を巡って平和や
命の尊さを学び、仲間との絆を深めて視野を広げる
有意義な研修となりました。

　　　　　　－教育委員会だより－－社会教育通信－

●
「
森
の
ち
い
さ
な
三
姉
妹 

は
じ

め
て
の
お
た
ん
じ
ょ
う
日
！
」　

楠

章
子(

著)

井
田
千
秋(

絵)

（
学
研
）

　

あ
る
初
夏
の
日
、
末
っ
子
の
コ

コ
は
森
の
み
ん
な
の
お
誕
生
パ
ー

テ
ィ
ー
を
思
い
つ
き
ま
す
。
読
後

ほ
っ
こ
り
、
森
に
暮
ら
す
こ
び
と

の
三
姉
妹
シ
リ
ー
ズ
。 

●
「
５
分
後
に
幸
せ
な
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
」　

エ
ブ
リ
ス
タ(

編) 

（
河
出
書
房
新
社
）

　

様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

感
動
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
！
朝
読
書
に
ピ
ッ

タ
リ
の
短
編
集
５
分
シ
リ
ー
ズ
。

館
小
・
１
年
生
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
開
き

厚
小
・
１
年
生
を
迎
え
る
会

　

４
月
30
日

（木）
、
厚
沢
部
小
で
１
年

生
を
迎
え
る
会
が
行
わ
れ
、
１
年
生

厚
中
・
前
期
生
徒
総
会

６
月
の
主
な
行
事

２
日

（火）
少
年
の
主
張
厚
沢
部
大
会

６
日

（土）
小
学
校
運
動
会

９
日

（火）
～
10
日

（水）
厚
中
宿
泊
研
修

13
日

（土）
檜
山
中
体
連
陸
上
大
会

16
日

（火）
厚
中
生
徒
指
導
交
流
会

25
日

（木）
少
年
の
主
張
檜
山
大
会

25
日

（木）
～
26
日

（金）

　
　
　

小
学
校
合
同
修
学
旅
行

30
日

（火）
～
７
月
１
日

（水）

　
　
　

檜
山
中
体
連
球
技
大
会

 

高
い
目
標
が
人
生
を
変
え
る

長崎・平和公園

　

講
演
会
で
は
永
原
選
手
の
こ
れ

ま
で
の
軌
跡
を
紹
介
し
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
の
頂
点
を
ど
の
よ
う
に

上
り
詰
め
て
い
っ
た
の
か
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

特
に
強
調
さ
れ
た
の
が
、「
夢
」

と
「
目
標
」
の
違
い
で
す
。
夢
と

は「
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
憧
れ
」

で
、
目
標
は
「
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
具
体
的
な
計
画
を
立
て
行
動

に
移
す
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
永
原
選
手
は
目
標
を

徹
底
的
に
細
分
化
し
、
戦
略
的
に

実
行
し
て
き
た
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
高
校
か
ら
道

外
に
出
る
こ
と
に
つ
い
て
親
は
ど

う
思
っ
た
の
か
、
指
導
者
と
し
て

子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

べ
き
か
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

「
親
か
ら
干
渉
さ
れ
た
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
自
分
の
判
断
を
尊

重
し
て
も
ら
っ
た
と
思
う
」、「
技

術
指
導
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
に
向
き

合
う
姿
勢
を
教
え
ら
れ
た
。
応
援

さ
れ
る
選
手
と
な
る
た
め
に
、
礼

儀
や
ス
ポ
ー
ツ
に
向
き
合
う
姿
勢

が
大
切
だ
」
と
力
強
く
語
り
ま
し

た
。

の
自
己
紹
介
の
後
、
５
・
６
年
生

が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
全
校
児
童
が
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
30
日

（木）
、
厚
沢
部
中
で
生

徒
総
会
が
行
わ
れ
、
今
年
度
前
期

の
生
徒
会
活
動
方
針
に
つ
い
て
活

発
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福岡・太宰府天満宮

鹿児島・知覧特攻平和会館

熊本・熊本城

　

永
原
選
手
は
「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
練
習
は
苦
し
い
が
、
常
に
ホ
ー

ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
戻
り
ラ
ケ
ッ
ト

を
構
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し

い
」
と
選
手
一
人
一
人
に
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。 

　

半
面
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
永
原
選

手
も
コ
ー
ト
に
入
り
、
小
中
学
生

と
と
も
に
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
小

中
学
生
が
果
敢
に
攻
め
込
ん
で
永

原
選
手
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
と
る
場

面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
得
意

な
シ
ョ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」、「
強

く
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
練

習
を
す
れ
ば
良
い
か
」
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
永
原
選
手

は
「
特
定
の
シ
ョ
ッ
ト
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
勝
ち
や
す
い

組
み
立
て
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大

切
。
強
く
な
る
た
め
の
近
道
は
な

く
、
苦
し
い
と
思
う
け
れ
ど
今
日

の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
練
習
の
よ
う
な

地
道
な
練
習
を
続
け
る
し
か
な

い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。 

フットワークの基礎フットワークの基礎
となる動作についてとなる動作について
説明する永原選手説明する永原選手

参加選手と半面シングルスを参加選手と半面シングルスを
プレイする永原選手プレイする永原選手
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
講
座
講
座

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
で
、
住

　

民
票
の
住
所
と
異
な
る
市
区
町

　

村
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
方

●
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い
方

●
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

　

し
て
い
る
方

●
「
監
護
相
当
・
生
計
費
の
負
担

　

に
つ
い
て
の
確
認
書
」
を
提
出

　

し
、
22
歳
の
年
度
末
ま
で
の
子

　

が
学
生
以
外
の
方

●
そ
の
他
、
町
か
ら
提
出
の
案
内

　

が
あ
っ
た
方

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る

方
へ
は
６
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き

　

児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き
は

次
の
通
り
で
す
の
で
、
該
当
に
な

る
場
合
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
届
出
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
児
童

の
監
護
状
況
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□
認
定
請
求
書
…
初
め
て
の
児
童

　

が
生
ま
れ
た
時
や
受
給
者
が
町

　

に
転
入
し
た
時
（
請
求
に
は
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
）

□
額
改
定
認
定
請
求
書
…
出
生
な

　

ど
に
よ
り
児
童
が
増
え
た
時

□
額
改
定
届
…
監
護
、
生
計
関
係

　

の
変
化
な
ど
に
よ
り
児
童
が

　

減
っ
た
時
等

□
受
給
事
由
消
滅
届
…
受
給
者
が

　

転
出
し
た
時
や
支
給
対
象
と
な

　

る
児
童
を
監
護
し
な
く
な
っ
た

　

時
等

★
問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

〇
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
６
月
以
降
か
ら
次
の
方
を
除
き
現
況

届
の
提
出
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
提
出
が
必
要
な
方
】

「
み
ど
り
認
定
」
の
取
得
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

　

み
ど
り
認
定
と
は
、
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
き
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
業
者

が
作
成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事

業
活
動
実
施
計
画
」
を
北
海
道
が

認
定
す
る
制
度
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
主
に
３
つ

の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
の
採

択
で
優
遇

②
設
備
投
資
時
の
所
得
税
・
法
人

税
の
優
遇

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
無
利
子

融
資
等

こ
の
ほ
か
、
消
費
者
な
ど
に
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。

　

認
定
の
対
象
と
な
る
「
環
境
に

や
さ
し
い
取
組
」
は
、
主
に
次
の

３
つ
で
す
。

①
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
や
、
化

学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
削
減

②
秋
耕
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ト
ラ
ク
タ
ー
等

の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

③
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
活
用
等
の

環
境
負
荷
低
減
の
取
組

こ
れ
ら
を
経
営
面
積
の
１
／
２
以

上
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
は
、
２

ヶ
月
以
上
か
か
る
見
込
み
で
あ

り
、
今
後
全
道
で
の
申
請
が
増
え

れ
ば
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み
ど
り
認

定
で
の
各
支
援
を
受
け
る
お
考
え

が
あ
り
ま
し
た
ら
余
裕
を
も
っ
た

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
今
す
ぐ
認
定
を
受
け
な
く

と
も
、
今
後
必
要
と
な
る
場
面
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
積
極
的
な
取
得
を
検
討
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ど
り
認
定
申
請
手
続
き
等
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
左

記
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

（
農
業
振
興
係
）　

𠮷
田　

友
耶

　

☎
６
５
‐
６
０
６
１

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.129

【
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
～
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に
】

　

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
は
、
５
月
下
旬
に
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
「
現
況
届
」

の
提
出
依
頼
が
郵
便
で
届
き
ま

す
。

　

「
現
況
届
」
は
農
業
者
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
が
変
わ
ら
ず
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
年
１
回
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
必
要
事
項

を
記
入
・
署
名
の
上
、
令
和
８
年

６
月
30
日

（火）
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
、

11
月
か
ら
の
支
給
が
差
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
権
者
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
は
提
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
令
和
７
年
の
農
地
の
賃
貸
及
び

売
買
価
格
に
つ
い
て
】  

　

令
和
７
年
中
に
契
約
さ
れ
た
町

内
農
地
の
賃
貸
及
び
売
買
価
格

（
10
ａ
あ
た
り
）
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
今
後
契
約
す
る
際
の

参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

田 畑

平均価格

（10aあたり）
14,700円 4,800円

最高価格

（10aあたり）
31,000円 8,000円

最低価格

（10aあたり）
5,000円 3,000円

田 畑

平均価格

（10aあたり）
119,200円 55,000円

最高価格

（10aあたり）
200,000円 101,000円

最低価格

（10aあたり）
70,000円 9,700円

農地賃貸価格
令和７年１月～ 12 月実績

農地売買価格
令和７年１月～ 12 月実績

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。

　

今
年
度
、
下
地
区
・
鶉
地
区
・

館
地
区
の
３
会
場
で
ス
タ
ー
ト
し

た
放
課
後
あ
そ
び
基
地
。
昨
年
度

に
続
け
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
る

児
童
に
加
え
、
新
た
な
参
加
者
も

増
え
、
に
ぎ
や
か
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

館
地
区
で
は
、
振
興
セ
ン
タ
ー

の
ま
わ
り
に
生
育
し
て
い
る
植
物

観
察
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鶉
地

区
で
は
、
会
場
を
飛
び
出
し
て
鶉

地
区
ふ
れ
あ
い
広
場
や
共
和
橋
へ

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
の
多
い
下
地
区
で

は
、
誰
し
も
が
楽
し
く
心
地
よ
く

過
ご
せ
る
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

今
年
度
の
「
あ
そ
び
基
地
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
作
戦
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。「
や

り
た
く
な
い
遊
び
を
強
制
さ
れ
る

と
け
ん
か
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
尊
重
し
た
い
」
、「
た

く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
あ
そ
び
基
地
の
募
集
チ

ラ
シ
を
つ
く
っ
て
み
た
ら
ど
う

か
」
と
い
う
意
見
等
が
あ
が
り
、

自
分
た
ち
の
体
験
を
も
と
に
話
し

合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

あ
そ
び
基
地
で
は
、
み
ん
な
で

つ
く
っ
た
「
楽
し
く
あ
そ
ぶ
た
め

の
ル
ー
ル
」
も
、
誰
か
の
心
に
モ

ヤ
モ
ヤ
が
生
ま
れ
れ
ば
、
話
し
合

い
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
作
戦
会
議

の
な
か
で
小
学
１
年
生
の
男
の
子

が
「
そ
う
か
、
あ
そ
び
基
地
は
や

り
た
い
こ
と
を
や
る
場
所
な
ん
だ

ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
誰
も
が
や

り
た
い
こ
と
に
心
置
き
な
く
取
り

組
め
る
環
境
が
、
こ
ど
も
た
ち
自

身
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▲作戦会議の様子

認
知
症
を
テ
ー
マ
に

し
た
出
張
上
映
会

　

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域

の
サ
ロ
ン
な
ど
へ
出
張
し
、
認
知

症
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
出
張
上
映
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
映
画
を
き
っ
か

け
に
「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
映
に
必
要
な
機
材
は
持
参
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
対
象
】

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
サ

ロ
ン
等　

※
個
人
宅
以
外

【
映
画
の
内
容
】

　

若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

主
人
公
と
家
族
の
姿
を
通
し
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
大
切
さ
に
つ
い
て

実
話
を
基
に
描
い
た
映
画
で
す
。

（
１
０
０
分
）

★
問
合
せ
先　

　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
　
　

☎
６
７
‐
２
２
９
９

ニ
オ
イ
で
早
期
発
見　

認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の

段
階
で
は
物
忘
れ
の
よ
う
な
典
型

的
な
症
状
の
前
に
、
匂
い
の
識
別

機
能
の
低
下
が
始
ま
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
機
能
簡
易
嗅
覚
検
査
は
匂

い
を
嗅
ぐ
こ
と
で
認
知
機
能
レ
ベ

ル
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
ま
だ
認
知
症
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
兆
候
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
治
療
や
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
、
認
知
機
能
の
低

下
を
抑
制
し
た
り
適
正
な
水
準
に

改
善
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

厚
沢
部
町
国
保
病
院
で
こ
の
検

査
が
で
き
ま
す
。
６
種
類
の
匂
い

を
嗅
ぐ
だ
け
な
の
で
、
気
軽
に
受

け
て
い
た
だ
け
る
検
査
で
す
。
一

度
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
自
己
負
担
額　

　
　
　

２
，
０
０
０
円
（
税
込
）

【
問
合
せ
・
予
約
先
】

　

厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
病
院　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
０
３
６
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☆問合せ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

今月は、 保健師　橋端　茉羽です

ごめんください
　　保健師です！ 424知っていますか？

厚沢部町民の健康事情
 

 

「平均寿命」とは、０歳から平均して何年生きられるかを示したものです。一方、「健康寿命」とは、介護を必要とせ

ず、自分らしく健康に生活できる期間のことをいいます。厚沢部町の平均寿命は、男女どちらも全国および北海道よ

り長くなっています！ 

健康寿命は、男性が全国および北海道より長く、女性は全国より短く、北海道より長くなっています。長生きする

だけでなく、元気にいきいきと暮らせる期間をのばしていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚沢部町民の１人当たり医療費は、４０～７４歳の国民健康

保険加入者は道や南檜山より高く、７５歳以上の後期高齢者

は道より低く南檜山より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KDB帳票 疾病別医療費分析令和７年度累計より 

1. 平均寿命と健康寿命 

79.6

80.1

80.3

81.0

81.7

81.8

77 78 79 80 81 82 83

北海道

国

厚沢部町

平均寿命 健康寿命

第３期国民健康保険データヘルス計画 
第４期特定健康診査等実施計画（令和６年３月）より 

84.2

84.4

84.3

87.3

87.8

88.7

80 82 84 86 88 90

北海道

国

厚沢部町

平均寿命 健康寿命

男性 女性 

２. １人当たり医療費 

417

821

382

795

319

867

0
200
400
600
800

1000

国保（2025) 後期（2025)

１人当たり医療費 道・二次医療圏比較

（千円）

厚沢部町 南檜山 北海道

令和 7年度 KDB Expander より 
３. 生活習慣病について 

535

470

332
297

389 375 344

213

399 379

341

230

0

100

200

300

400

500

600

筋・骨格 高血圧症 脂質異常症 糖尿病

患者千人当たりの生活習慣病患者数（多い順）

厚沢部町 国 北海道

 生活習慣病患者数は、「筋・骨格」「高血圧

症」「糖尿病」が国や道よりも多くなってい

ます。高血圧や糖尿病は、自覚症状が少な

いまま進行することもあり、放っておくと

心臓や血管の病気につながることがありま

す。また、腰痛や膝痛などによって体を動

かす機会が減ると、筋力や体力の低下にも

つながってしまいます。 

 
保健福祉課健康増進係・地域包括支援
センターでは、健康づくりや介護予防
に関する事業を行っています。いつま
でも元気に暮らせるよう、一緒に健康
づくりに取り組んでいきましょう 

 

（４食分）

　甘辛のタレがアスパラの甘味がしっかり

引き立てます。

　アスパラはそのまま巻くだけの作業なの

でとても簡単な一品です。

　えのき茸やキャベツなど、ほかの野菜類

を巻いてもおいしく仕上がります。

食生活
改　善
協議会

【材料】 【数量】 【作り方】

すりみ ２００ｇ
①ボウルにすりみ、玉ねぎ、
しょうがを加えてよく混ぜま
す。

②揚げ油を熱し、スプーンで
すくいながら落とし揚げにし
ます。こんがり揚げ色が付く
まで揚げます。

玉ねぎみじん切り 1/4個分

紅しょうが 大さじ１

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

　

プ
ロ
マ
ネ

　

プ
ロ
マ
ネ
ノ
ー
ト

厚
沢
部
町
を
モ
デ
ル
に

厚
沢
部
町
を
モ
デ
ル
に

「
や
わ
ら
か
な
定
住
」
全
国
自
治
体
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
催

「
や
わ
ら
か
な
定
住
」
全
国
自
治
体
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
催

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
蔡
で
す
。

　

５
月
19
日

（火）
、
初
め
て
北
海
道

新
幹
線
に
乗
っ
て
東
京
へ
向
か
い

ま
し
た
。
見
慣
れ
た
北
海
道
の
風

景
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
新

幹
線
の
移
動
は
、
楽
し
い
も
の
で

し
た
。

　

同
日
、
㈱
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
東
京

オ
フ
ィ
ス
に
て
、「
や
わ
ら
か
な

定
住
～
第
１
回
全
国
自
治
体
広
域

連
携
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
～
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。全
国
22
の
自
治
体
、

株
式
会
社
ギ
フ
テ
ィ
・
積
水
ハ
ウ

ス
株
式
会
社
の
２
社
も
加
わ
り
、

総
勢
約
70
名
が
一
堂
に
会
し
、
各

地
の
取
り
組
み
が
活
発
に
共
有
さ

れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
や
わ
ら
か
な
定
住
」
と
は
、

保
育
園
留
学
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
厚
沢
部
町
で

始
ま
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
で

す
。
人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
向

き
合
い
、
保
育
園
留
学
を
き
っ
か

け
に
訪
れ
た
ご
家
族
と
町
と
の
関

係
を
長
く
育
て
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
留
学
の
ご
家
族
が
何
度

も
町
に
戻
っ
て
き
て
、
Ａ
コ
ー
プ

や
上
里
温
泉
な
ど
で
ば
っ
た
り
顔

を
合
わ
せ
る
、
皆
さ
ん
も
、
そ
ん

な
場
面
を
身
近
で
感
じ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
や
わ
ら
か
な
定
住
」

が
目
指
す
の
は
、
短
期
の
体
験
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ご
家
族
が
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
厚

沢
部
町
を
選
び
、
町
に
自
然
と
馴

染
ん
で
い
け
る
よ
う
な
中
・
長
期

的
な
関
わ
り
の
形
で
す
。

【材料】 【数量】 【作り方】

アスパラ 太め２本

①アスパラは根元を除き、棒状

のままにします。

②まな板全体に小麦をまぶし、

豚肉１枚を広げます。肉の上に

アスパラを根元部分から斜めに

乗せ、そのまま豚肉をくるくる

と巻き付けます。

③油を敷かない状態のフライパ

ンで肉巻きにしたアスパラを転

がしながら焼きます。

④全体に焼き目が付いたら焼き

肉のタレをからませ味を調えま

す。食べやすい大きさに切り分

け、器に盛り完成です。

豚バラ肉 １２０ｇ

小麦粉 適量

焼き肉のタレ 大さじ１

　

厚
沢
部
町
が
保
育
園
留
学
と
や

わ
ら
か
な
定
住
の
発
祥
の
地
と
し

て
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
関
心
と

質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
各
地
の
事
例
を
聞
い
て
感
じ

た
の
は
、
厚
沢
部
町
を
モ
デ
ル
に

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地

な
ら
で
は
の
や
り
方
や
工
夫
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

鹿
児
島
県
錦き

ん
こ
う
ち
ょ
う

江
町
で
は
、
保
育
園

留
学
と
親
子
山
村
留
学
（
住
民
票

を
異
動
す
る
一
年
間
の
滞
在
）
を

連
動
さ
せ
る
試
み
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
山
形
県
庄し

ょ
う
な
い
ま
ち

内
町
で
は
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
学
童
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
、
日
曜
日
に
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
料
理
教
室
も
開
い
て
い
ま

す
。
ど
の
取
り
組
み
も
、
地
域
の

個
性
が
生
き
生
き
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
大

き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
糧

に
、
厚
沢
部
町
ら
し
い
「
や
わ
ら

か
な
定
住
」
を
こ
れ
か
ら
も
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　

蔡さ
い　

　

越え

つ

せ

ん

あ
先
】

▲㈱キッチハイクより事例紹介がありました。

食改からのコ
メント
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　　 後期高齢者医療制度の保険料見直しについて

 

 

北海道後期高齢者広域連合では、２年ごとに保険料率の見直しを行っています。令和８年度および９年度の新

しい保険料率は、医療費の増大などにより次のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療分の均等割７割軽減が 7.2 割軽減になります。 

・均等割５割・２割軽減の所得要件が次のとおり拡大されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子ども・子育て支援金制度」は、子育て施策を拡充し、子どもと子育て世帯を社会全体で応援することを目

的に、すべての世代や企業の皆様から拠出される令和８年度から施行した制度です。 

支援金は、現在加入している医療保険料とあわせて納付いただきます。厚沢部町国民健康保険または後期高齢

者医療制度に加入されている方は、令和８年７月の納付分から加算されます。 

参参考考：：後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度のの子子どどもも・・子子育育てて支支援援金金分分保保険険料料  

 

 

 

 

 

 

令令和和６６年年度度おおよよびび７７年年度度  

●●  均均  等等  割割  

  （（被被保保険険者者がが等等ししくく負負担担））  

令令和和８８年年度度おおよよびび９９年年度度のの保保険険料料率率がが変変わわりりままししたた。。  

 

（（年年間間））５５２２，，９９５５３３円円  

●●  所所  得得  割割  

  （（被被保保険険者者のの所所得得にに応応じじてて負負担担））  
（（年年間間））1111..7799％％  

●●  賦賦課課限限度度額額  

  （（１１年年間間のの保保険険料料のの上上限限額額））  
（（年年間間））8800 万万円円  

令令和和８８年年度度おおよよびび９９年年度度  

（（年年間間））５５９９，，９９６６３３円円（（77,,001100 円円増増））  

（（年年間間））1111..6611％％（（00..1188 ポポイインントト減減））  

（（年年間間））8855 （（５５万万円円増増））  

保保険険料料見見直直ししにに合合わわせせてて、、保保険険料料軽軽減減ににつついいててもも見見直直ししととななりりまますす。。  

 

子子どどもも・・子子育育てて支支援援金金制制度度とと保保険険料料率率ににつついいてて 

保険料率 内容

0.28% 所得に応じた負担

1,364円 被保険者毎に等しく負担

21,000円 １年間保険料の上限額

所得割

均等割

賦課限度額

変更後（令和８年度）

43万円＋（56万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数-１）

43万円＋（5577万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数-１）

43万円＋（30万５千円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数-１）

43万円＋（3311万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数-１）

軽減割合

２割軽減

５割軽減

対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）

変更前（令和７年度）

　子ども・子育て支援金制度の詳細は
こども家庭庁ホームページから

☆問合せ先☆ 北海道後期高齢者医療広域連合　☎０１１‐２９０-５６０１

                住民税務課国保係　☎６４‐３３１３

５月下旬～気象の警報等が大きく変わります！

これまでの気象の警報等は、お住いの自治体から発表される避難情報との関係がわかりにくいという

声がありました。 

このことから、令令和和８８年年５５月月下下旬旬よよりり、、気気象象のの警警報報・・注注意意報報はは、、住住民民のの避避難難行行動動にに対対応応ししたた５５段段階階

のの警警戒戒レレベベルルのの数数字字をを付付けけてて発発表表ししまますす。。 

また、河川氾濫の特別警報を新たに開始することや警戒レベル４情報として危険警報を運用すること

など、警報等が大きく変わります。 

 警報や注意報に付加される数字を見ただけでどのような行動をとるべき気象状況になっているのか

がすぐにわかり、避難判断の目安が明確になります。 

 レベル３警報やレベル４危険警報が発表されたら、自治体からの避難情報等に十分留意いただくとと

もに、危険度を地図上に示したキキクルや、河川の水位情報等を確認し、早めの避難を心がけてくださ

い。 

【新たな防災気象情報の一覧表】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

【新情報に関する 

特設ページ（気象庁ＨＰ）】 

【キキクル 

（気象庁ＨＰ）】 
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６月～７月　行事＆お知らせ－６月＆７月の行事＆お知らせ－

６月 14 日 館城跡まつり

6月 27 日 うずら綱引き祭

　６月 14 日（日）‌９時 30 分より『第 36 回館城跡

まつり』が館小学校校庭で開催されます（雨天時

は館地域振興センター）。館小学校児童・こども

園園児の踊りや、近江亜矢さんの歌謡、キックさ

んのバルーンアートショー等、盛りだくさんのプ

ログラムとなっております。今年もビンゴの景品

は豪華です！詳しい日程や内容は回覧されたチラ

シや町ホームページでご確認願います。

　また、当日は巡回バスが運行されます。時刻表

は下記の通りです。

　６月 27 日（土）‌ 10 時より『第３回うずら綱引き

祭』が鶉地区研修センター前で開催されます。エ

ントリーしたチームが第３回チャンピオンになる

べく競います。優勝チームには賞金も。綱引き予

選の合間には HipHopShinega のダンスやこども園

はぜる園児の踊り、Bouba kiki や THE TWO-WHOZ、

OYAZZY のショー、クイズやジャンケン大会もあり。

盛りだくさんのプログラムとなっております。ぜ

ひご来場ください！

　綱引きにエントリーする場合は６月 12 日（金）

までに申し込みが必要です。エントリーは下記二

次元コードより。

　詳しい日程や内容は回覧されるチラシや町ホー

ムページでご確認願います。

綱引きエントリーは
こちら⇒

乗車（下車）場所 １号便 ２号便 ３号便 ４号便

館小学校前発 10:40 12:50 15:00
木間内ふれあいセンター前 9:05 10:50 13:00 15:10
ハマナスクラブうずら店 9:15 11:00 13:10 15:20
鶉バス停 9:20 11:05 13:15 15:25
赤沼ふれあいセンター前 9:35 11:20 13:30 15:40
厚沢部町役場 9:40 11:25 13:35 15:45
道の駅あっさぶ 9:45 11:30 13:40 15:50
厚沢部商工会 9:50 11:35 13:45 15:55
館小学校 10:00 11:45 13:55 16:05
旧館下バス停前 10:05 11:50 14:00 16:10
当路ふれあいセンター前 10:10 11:55 14:05 16:15
南館町パークゴルフ場前 10:15 12:00 14:10 16:20
富里ふれあいセンター前 10:23 12:08 14:18 16:28
館小学校前着 10:28 12:13 14:23

館城跡まつり巡回バス時刻表

せ　
６月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　９日（火） 
　　10日（水） 午前のみ
　　23日（火） 
　　24日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
新任医師紹介新任医師紹介

  総合診療科

 朝
あさかげ

䕃　直
な お き

樹　医師　

（前任地）
　札幌禎心会病院

（専門・関心がある領域）
　約 40 年間一般・消化器外科を専門。4年前より
外科ベースの総合診療科としても活動。

（趣味・特技）
　甘味どころめぐり。

（患者さんへ一言）
　８年ほど前に札幌に移住しましたが、この度
札幌医科大学総合診療医学講座から江差病院に
参りました。約 40 年間の経験を踏まえ、地域の
方々、特にご高齢の方々に寄り添う医療を提供で
きるよう心して参りますので、どうぞよろしくお
願い申し上げます。

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・火・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　9.30日（午前11時迄の受付）
午後　9.11.30日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　12.26日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　8日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　15.16.30日（午前11時迄の受付）
午後　15.29日

耳鼻咽喉科
午前　2.3.11.16.17.25.30日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　10.24日

眼 科
午前　11.25日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　3.17.24日

皮 膚 科 午前　火曜日

　急遽変更になる場合がありますので予め確認願います。（17 時以降は道立江差病院が当番医となります）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

6月6日（土） 厚沢部町国保病院（64−3036） 7日（日） 勤医協診療所（52-1366）

13日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 14日（日） 乙部町国保病院（62−2331）

20日（土） 勤医協診療所（52-1366） 21日（日） 道立江差病院（52-0036）

27日（土） 乙部町国保病院（62−2331） 28日（日） 厚沢部町国保病院（64−3036）
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ら

－６月＆７月の行事＆お知らせ－

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し

☆
６
月
11
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
６
月
25
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
６
月
10
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

－６月＆７月の行事＆お知らせ－

　

函
館
弁
護
士
会
は
、
北
海
道
弁

護
士
会
連
合
会
と
協
力
し
、
身
近

に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の
皆
様

が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機
会
と

し
て
「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

金
銭
や
不
動
産
、
消
費
者
問
題

な
ど
、
法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談

を
担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
一
切
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

下
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
次
の
予
約
・

問
合
せ
先
よ
り
事
前
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。

★
日
程　

６
月
19
日

（金）

★
時
間　

13
時
～
16
時

★
場
所　

　

役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

１
階（
小
会
議
室
）

★
予
約
・
問
合
せ
先

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
６月 13 日・27 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 0139-53-6301）】

税
務
職
員
募
集
に
つ
い
て

　

札
幌
国
税
局
で
は
、、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間　

　
　

６
月
12
日

（金）
～
６
月
24
日

（水）

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日

（日）

★
問
合
せ
先

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

　

町
税
、
各
保
険
料
を
納
め
忘

れ
な
い
た
め
に
、
口
座
振
替
や

「eLTAX

（
電
子
納
税)

」
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

町
税
や
保
険
料
の
普
通
徴
収

の
納
期
は
次
の
通
り
で
す
。

　

納
付
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」

　
　
　
　
　

や
「eLTAX

」
で
！

町
税
や
保
険
料
は
納
期
内
に
納
付
を
！

町
税
や
保
険
料
は
納
期
内
に
納
付
を
！

納
付
書
の
発
付
に
つ
い
て

〇
軽
自
動
車
税　

発
付
済
み

〇
固
定
資
産
税　

発
付
済
み

〇
町
・
道
民
税

　

６
月
５
日
発
付
予
定

〇
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　

７
月
10
日
発
付
予
定

税 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

軽　自　動　車　税 全期

固　定　資　産　税 １期 ２期 ３期 ４期

町　・　道　民　税 １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！

　

町
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
役
場

の
各
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
納
付
意

思
が
な
い
と
判
断
し
、
滞
納
処
分

（
債
権
等
の
差
押
）
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期

限
後
の
納
付
に
は
、
延
滞
金
を
別

途
請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

★問合せ先★

●各町税及び後期高齢者

　医療保険料については　

　住民税務課課税収納係

　☎６４-３３１３

●介護保険料については

　保健福祉課介護保険係

　☎６４-３３１９　

※納期限は各納付月の末日となりますので忘れずに納めましょう。
※末日が土日や祝日の場合はその翌日（平日）が納期限となります。

軽自動車税の納期限は

４月30日（木）

固定資産税の第１期納期限は

６月１日（月）

　お忘れの場合は
＼早急に納付を！／

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

美　

和
・
林　

不
二
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

札
幌
市
・
澤
田　

美
佳
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

館　

町
・
松
村　

宏
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

☆
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
と

創
明
会
・
五
十
嵐
幸
男
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

　

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第 10 回

　

休み明け、がんばろう

　　
　　（町特設ＨＰ）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

友だち登録を
お願いします

厚沢部町公式ＬＩＮＥ

「
（
仮
称
）
上
ノ
国
風
力
発
電
事
業　
　

　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
の

　

縦
覧
及
び
住
民
説
明
会

　

上
ノ
国
風
力
開
発
株
式
会
社
が

計
画
す
る
「（
仮
称
）
上
ノ
国
風

力
発
電
事
業
」
に
つ
い
て
、
環
境

影
響
評
価
の
調
査
、
予
測
及
び
評

価
の
手
法
を
と
り
ま
と
め
た
「
環

境
影
響
評
価
方
法
書
」
を
以
下
の

と
お
り
縦
覧
す
る
と
と
も
に
、
住

民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
事
業
名
称

（
仮
称
）
上
ノ
国
風
力
発
電
事
業

●
対
象
事
業
実
施
区
域

上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町

●
縦
覧
場
所

厚
沢
部
町
役
場

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表

h
t
t
p
s
:
/
/
d
a
t
a
.
j
w
d
.
c
o
.
j
p
/

info
/
kam

i
nok

u
ni/

●
縦
覧
期
間

　

６
月
１
日

（月）
～
30
日

（火）

●
意
見
書
受
付
期
間

　

６
月
１
日

（月）
～
７
月
15
日

（水）

●
縦
覧
・
意
見
書
受
付
時
間

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
開
庁
時

●
住
民
説
明
会

　

６
月
18
日

（木）　

18
時
か
ら　

館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

★
お
問
合
せ
先

上
ノ
国
風
力
開
発
株
式
会
社

●
住
所　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
3
丁
目
2
番
5
号　

霞
が
関
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
15
階　

日
本
風
力
開

発
株
式
会
社
内

●
担
当　

長
谷
川　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
9
時

30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
）

☎
０
３
‐
３
５
１
９
‐
７
４
８
１

　

最
近
、
町
内
の
道
路
脇
等
や
河

川
へ
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
特
に
道
路
脇
等
は
、「
人
目

に
付
き
に
く
い
場
所
」
や
「
毎
年

同
じ
場
所
」
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
町
内
の

景
観
を
損
な
う
だ
け
で
は
な
く
、

生
態
系
へ
も
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
職
員
や
警
察
、
檜
山
振
興
局

の
職
員
が
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
捨
て
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ
い
な
厚
沢

部
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
不
法

投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
や
、
不

法
投
棄
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
住

民
税
務
課
生
活
安
全
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
、
１
０
０
０
万
円
以

下（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）

の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３
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あとがき
▼
今
年
の
春
は
雨
が
少
な
い
で

す
ね
。
昨
年
同
時
期
が
雨
続
き
だ

っ
た
の
で
余
計
に
そ
う
感
じ
ま

す
。
な
ん
だ
か
極
端
で
、
中
間
の

「
ち
ょ
う
ど
良
さ
」
が
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
今
年
は
庭
に
落
花
生

を
植
え
て
み
ま
し
た
。
植
え
た
も

の
の
、
雨
が
降
ら
な
い
の
で
全
然

発
芽
し
て
お
ら
ず
、
娘
も
ま
だ
か

な
～
と
地
表
か
ら
芽
が
顔
を
出

す
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
怒
涛
の
イ
ベ
ン
ト

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
広
報

マ
ン
に
と
っ
て
は
第
２
の
Ｇ
Ｗ

で
す
。
そ
う
、「
ガ
ン
ガ
ン
働
く

ウ
ィ
ー
ク
！
」
で
す
。
６
月
14
日

（日）
は
館
城
跡
ま
つ
り
、
６
月
27
日

（土）
は
、
う
ず
ら
綱
引
き
祭
で
す
。

綱
引
き
祭
に
は
、
役
場
職
員
チ
ー

ム
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
男

性
チ
ー
ム
は
、
総
体
重
の
上
限
が

５
０
０
㎏
の
と
こ
ろ
、
我
ら
チ
ー

ム
は
机
上
の
計
算
で
ピ
ッ
タ
リ

５
０
０
㎏
に
な
っ
た
の
で
最
強

で
す
。
い
い
勝
負
が
で
き
る
よ
う

に
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

精
神
を
鍛
え
、
挑
み
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
表
紙
と
裏
表
紙
は
、
旧
厚
沢
部

保
育
所
の
見
学
会
を
掲
載
し
ま

し
た
。
園
舎
か
ら
は
ど
こ
か
懐
か

し
い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
園
舎
は
、
６

月
以
降
、
取
り
壊
し
さ
れ
、
跡
地

に
は
道
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
道
営
住
宅
は
、
子
育
て
世
帯

向
け
の
住
宅
と
な
る
よ
う
で
、
跡

地
も
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か

な
声
が
聞
こ
え
る
場
所
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。

　
　（
ピ
カ
チ
ュ
ウ
ロ
ケ
ッ
ト
）

　

旧
厚
沢
部
保
育
所
は
昭
和
39
年

の
建
築
以
来
、
増
改
築
を
重
ね
な

が
ら
平
成
30
年
ま
で
の
54
年
間
に

わ
た
り
、
数
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
旧
厚

沢
部
保
育
所
は
、
道
営
住
宅
建
築

に
伴
い
、
６
月
以
降
に
解
体
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
解
体
を
前
に
、
５
月
16
日

（土）
、「
旧
厚
沢
部
保
育
所
と
認
定

こ
ど
も
園
は
ぜ
る
を
巡
る
思
い
出

お
さ
ん
ぽ
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
旧
厚
沢
部
保
育
所
を
当
時

保
育
教
諭
で
あ
っ
た
西
村
智
香
先

生
と
、
橋
端
純
恵
先
生
の
ガ
イ
ド

の
下
、
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
30
名
の
参
加
者
の
う
ち
約
半

数
が
卒
園
者
で
、参
加
者
か
ら
は
、

「
懐
か
し
い
～
」
と
声
が
漏
れ
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
の
お
二
人
は
、「
当

時
は
園
児
が
70
名
～
80
名
い
た
。

園
児
の
人
数
に
対
し
て
は
少
し
狭

▲３年生パフォーマンス
令和８年４月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,028 891 984 1,875（－12）

鶉地区 304 263 275 538（＋1）

館地区 410 345 372 717（－8）

全 町 1,742 1,499 1,631 3,130（－19）

※外国人住民を含む

町の人口

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（５月 20 日届出分まで）

戸籍の窓

連続１９５ 日７

令和８年５月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

赤沼町　古川　京子さん（86 歳）  4/17

南館町　畠谷　勝 さん（78 歳）　4/26

館　町　松村キヌヱさん（95 歳）　4/28

　鶉　　大杉　京子さん（90 歳）　5/11

（５月20日届出分まで）

今月の寄附件数 7件

今月の寄附金額 95千円
令和８年度

寄附件数累計 16件
令和８年度

寄附金額合計 186千円

前年度寄附金額 22,098千円

おたんじょうおめでとう！

新町　　岡本　涼
りょう

生　ちゃん　　　5/1

　　　（悠さん＆綾香さん）

い
園
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
分
工
夫

が
詰
ま
っ
た
保
育
を
し
て
い
た
。

こ
の
園
で
感
じ
て
い
た
困
り
事
、

不
便
を
な
く
そ
う
と
、
現
在
の
認

定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
は
、
設
計

か
ら
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、
工
夫

し
て
い
る
。
両
園
を
見
学
す
る
こ

と
で
現
在
の
園
の
良
さ
も
改
め
て

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
で
卒
園
者
の
堀
加
代
子

さ
ん
は
「
と
て
も
懐
か
し
い
。
当

時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
大

人
に
な
っ
て
改
め
て
園
に
入
る

と
、
こ
ん
な
に
狭
か
っ
た
っ
け
？

と
感
じ
た
。
壊
さ
れ
る
の
は
さ
み

し
く
感
じ
る
が
、
老
朽
化
の
た
め

仕
方
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

現
在
の
こ
ど
も
園
で
の
び
の
び
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

▲西村先生と橋端先生から、当時の保育の様子、思い出が語られました。

旧厚沢部保育所とはぜるを巡る旧厚沢部保育所とはぜるを巡る

『思い出おさんぽツアー』『思い出おさんぽツアー』 刻 む
を

時
と

間
き


